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たものが SRP である．後述するように SRP では，通常の授業とは全く異なる教授学的契約
の成立を要求し，前提としている． 






 そして，そうした分析を踏まえ，論証活動を含む数学的活動としての SRP の可能性を本
研究では探っていきたい． 
2 SRPと RLAや数学的活動 
 SRP の具体的な定式化は，別稿（宮川・濵中・大滝, 2016）で述べることとして，ここで
は SRP の目指している趣旨・目的が何であったかを確認し，関連する指導モデルと比較し






















題の発見 → 解決 → 論文等作品化 → 発表 → 相互評価 → 知識の共有」と捉え，これ
を模した形で，「問題の発見」を「基本となる問題からの条件の変更による問題作り」に置
                                                        





はこの狭義の RLA を RLA とよぼう．伊禮(2008)は教員養成課程の教科教育の授業の中で
RLA を体験させる授業を行っており，また，濵中・藤原・渡辺(2013)もまた教員養成課程の


































的契約の成立を意図し，オープンな SRP の実践を行うこととした． 
3 実践の内容 
 今回の実践は，教員養成課程の学部生 3 年生 9 名（うち 1 名が留学生）を対象としたも
ので，90分の授業 4回を通して行った．今回の SRP においては，インターネットアクセス
































 第 2回(2015年 12 月 11日) 
 第 3回(2015年 12 月 18日) 





























































根など，一般の n 乗根を求めるにはどうすればいいか等，最初の問い Q0を基にして，あら







 通常の電卓で n乗根を求めるにはどうすればいいか4． 
 1/nを 2進数の小数にするには，どうすればいいか． 
 どうして平方根を用いた n乗根に収束する漸化式が存在するのか． 
                                                        













































                                                        










Garciaらは SRP のための最初の問い Q0が満たすべき条件として，次の３つを挙げている





























































1 班では，初回の授業で 3 乗根を求める方法とその妥当性の理解にはたどり着いており，
第 2 回の授業では，この方法の提案者はどのようにしてこれを見つけたのだろうか，とい
う視点で探究を展開しはじめた． 
A の 3 乗根の近似方法（×，A，＝，√，√を繰り返す方法）において，繰り返すごと
に得られる値を A のべき乗として表した時の指数を数列と捉えたときの漸化式「𝑎𝑛+1 =
1
4
(𝑎𝑛 + 1)」に注目して，この漸化式から 3 乗根の求め方が得られることの数学的証明その







そこを契機として，n乗根を求めるとすれば，𝑎𝑛+1 = 𝑘(𝑎𝑛 + 1) が 1/nに収束すればよく，
































その内容とは，𝑥が𝑎の 3乗根である，つまり𝑥 = √𝑎
3 ということを， 
















































𝑥 > √√𝑎𝑥 
を考える問題であり，実際間違った結果を得ていた．そこで，𝑦 = 𝑥と𝑦 = √√𝑎𝑥のグラフを
比べてごらん，といったアイデアを伝えたところ，３人で理解を共有しながら，解決して
いった．実際，𝑦 = 𝑥と𝑦 = √√𝑎𝑥のグラフを用いることで，漸化式𝑥𝑛+1 = √√𝑎𝑥𝑛で与えら
れる数列が，初期値に依存してどのように収束していくかを視覚的に捉えることが可能と
なる． 































































3∙2𝑛 < 1.00000001 
という不等式を n について解けばいいわけだが，これを解こうとすると途中，
log(1.000000001)が式に登場する．そこで，今度は log 𝑥 のマクローリン展開について調べ
てごらん，とアドバイスを与えた．実は，授業者自身はじめは，この計算がどこまでうま

























































路は 3乗根を n乗根に一般化することであり，「電卓で n乗根を求めるにはどうすればよい
か」という問題に多くの学生が取り組むのが自然だろうとみていた．にもかかわらず，1班




















れた問い Q0の解決には n乗根への発展・拡大することの必要性・必然性が含まれていない． 
２．教授学的契約による要因 
























































(𝑎𝑛 + 1) を用いているのか，とい
った証明の原理そのものへの理解を求めるような説明や解明の機能へと変化していったの
である．そして，3 乗根の「3」という数から，どのように考えれば 𝑎𝑛+1 =
1
4













一方で，2 班の展開は，また趣が全く異なる．2班では，初回こそ得られた A♢（第 4.1節
で示した前者の方法）の真偽を確かめる観察・分析の段階で始まったが，第 2 回の授業の
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